
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
２
種
は
外
来
種
で
あ
り
、
植
物
学
者
の

牧
野
富
太
郎
博
士
に
よ
る
と
１
８
８
７
年
に
は
東
京
で
珍
し

く
、
１
９
１
９
年
に
は
日
本
中
に
は
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
牧
野
１
９
１
９
）。

　

次
に
気
に
な
る
の
は
在
来
種
で
あ
る
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
に
発

生
し
たS. veronicae

の
遺
伝
子
系
統
で
す
。
オ
オ
イ
ヌ
ノ

フ
グ
リ
と
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
に
発
生
し
たS. veronicae

の
ど
ち
ら
か
の
系
統
、
も
し
く
は
全
く
別
の
在
来
系
統
のS. 

veronicae

が
感
染
し
て
い
る
の
か
今
後
も
研
究
を
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
自
体
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

も
し
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
に
「
こ
ぶ
」
を
見
つ
け
た
方
は
ご
一
報

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

〒 386-2204 長野県上田市菅平高原 1278-294
☎ 0268-74-2002　FAX 0268-74-2016
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採
集
×
標
本
×
史
料

採
集
×
標
本
×
史
料

　
　

時
を
か
け
る
生
物
多
様
性
研
究

　
　

時
を
か
け
る
生
物
多
様
性
研
究

筑
波
大
学
生
命
環
境
系　
研
究
員
※
１

筑
波
大
学
生
命
環
境
系　
研
究
員
※
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高高た

か
し
ま

た
か
し
ま島島　
勇勇ゆ

う
す
け

ゆ
う
す
け介介

に
存
在
す
る
こ
と
が
逸
見
・
野
島
（
１
９
３
４
）
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
以
降
、
日
本
菌
学
会
雑
報
に
掲
載
さ
れ

た
山
本
（
１
９
６
９
）
の
随
筆
「
菌き
ん
え
い癭
の
い
ぬ
の
ふ
ぐ
り
に
ほ
ほ
え
み

ぬ
―Sorosphaera veronicae Schrot. 

は
、ま
ぼ
ろ
し
の
菌
で
は
な
か
っ

た
―
」（
※
２
）
ま
で
、
日
本
で
の
報
告
は
皆
無
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、

１
９
４
４
年
、
山
本
氏
が
戦
時
中
の
軍
事
訓
練
の
傍
ら
和
歌
山
で
こ
の

菌
を
発
見
し
、
そ
の
後
、
京
都
、
東
京
、
盛
岡
、
島
根
、
大
阪
、
そ
し

て
広
島
と
方
々
探
し
回
っ
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
25
年
後
の
１
９
６
９
年

に
和
歌
山
の
最
初
に
見
つ
け
た
場
所
近
く
で
再
発
見
し
た
と
い
う
、
当

時
の
様
子
が
包
み
隠
さ
ず
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
本
氏
が
こ
の
菌

を
長
い
期
間
探
し
て
い
た
熱
量
が
伺
え
ま
す
。

　
「
幻
」
の
菌
と
思
う
と
俄
然
興
味
が
湧
い
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
更
な
る

採
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
妙
高
市
・
上
越
市
で
は
複
数
→

図２：日本国内における Sorosphaerula veronicae
の分布記録。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

テ
ー
マ
は
味
噌
。
前
半
は
民
俗
学
者
の
岩い

わ
き城
こ
よ
み
さ

ん
に
、「
自
家
醸
造
味
噌
」
の
民
俗
文
化
に
関
し
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。
後
半
は
味
噌
の
醸
造
に
関
わ
る
微
生

物
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
、
発
酵
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

5
月
21
日
（
日
）
10
〜
15
時

●
内
容
・
講
師　

味
噌
の
民
俗
―
ウ
チ
ミ
ソ
の
力
―
（
講

義
）・
岩
城
こ
よ
み
氏
（
公
益
財
団
法
人
鉄
の
歴
史
村

地
域
振
興
事
業
団
博
物
館
事
業
係　

研
究
員
）
▼
味
噌

づ
く
り
を
支
え
て
く
れ
る
微
生
物
た
ち
（
顕
微
鏡
観

察
）・
出で

川が
わ

洋よ
う

介す
け

（
筑
波
大
学　

准
教
授
）

●
対
象　

高
校
生
以
上　
　
　

●
定
員　

30
名

●
講
習
料　

３
０
０
０
円

●
会
場　

筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験

所
（
上
田
市
菅
平
高
原
１
２
７
８
‐
２
９
４
）

●
申
し
込
み　

4
月
24
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）
の
期
間

に
、
①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号
、
④
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
明
記
の
う
え
、
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。
ご
参
加

の
可
否
に
つ
い
て
、
数
日
以
内
に
ご
返
信
し
ま
す
。

問　
筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２
（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　
✉ikim

ono_srs@
un.tsukuba.ac.jp

地
点
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
の
標
本
情

報
を
調
べ
た
結
果
、
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物

館
の
標
本
と
、
菅
平
高
原
実
験
所
の
出
川
洋
介
准
教
授
が

過
去
に
神
奈
川
県
内
で
採
集
ま
た
は
知
人
か
ら
送
ら
れ

た
標
本
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
１
９
３
４
年
の
論
文
で
観
察
に
使
わ
れ
た
試

料
を
含
む
標
本
が
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
現
存
す
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
標
本
の
中
に
は
、
東

京
科
学
博
物
館（
当
時
）の
野
口（
今
関
）六
也
氏
が
逸
見
・

野
島
（
１
９
３
４
）
の
論
文
を
読
み
、
逸
見
氏
に
宛
て
た

私
信
の
手
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
手
紙
で
は
、
野

口
氏
が
東
京
科
学
博
物
館
の
所
蔵
す
る
、
現
在
の
山
形
県

山
形
市
お
よ
び
佐
賀
県
唐
津
市
で
採
集
さ
れ
た
イ
ヌ
ノ

フ
グ
リ
の
仲
間
の
腊
葉
標
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
菌
え

い
が
確
認
で
き
た
旨
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
当

時
の
研
究
者
同
士
の
交
流
記
録
が
分
か
る
史
料
も
重
要

な
情
報
源
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
自
宅
脇
で
み
つ
け
た
「
こ
ぶ
」
の
原

因
菌
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
採
集
×
標
本
×

史
料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
菌
が
未
発
表
の

も
の
を
含
め
国
内
に
計
46
標
本
存
在
し
、
私
信
を
含
め
る

と
山
形
か
ら
佐
賀
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
（
図
２
）。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
国
内
で
宿
主
と
し
て
確
認
さ
れ
て

い
る
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
タ
チ
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
で
す
が
、
同
所
的
に
生
育
し
て
い
た
オ
オ

イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
と
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
に
発
生
し
たS. 

veronicae

の
遺
伝
子
情
報
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
遺
伝
子
系
統
が
一
致
せ
ず
、
宿
主
の

違
い
に
よ
り
遺
伝
的
に
分
化
し
て
い
る
可
能
性
が
出
て

令
和
５
年
度
筑
波
大
学
公
開
講
座

発
酵
食
品
の
世
界

ー
「
手
前
味
噌
」
を
探
る
ー

→

図１：オオイヌノフグリの茎に生じた菌えい（矢頭）。
肥大組織の細胞内には Sorosphaerula veronicae の
胞子（右下）がぎっしり詰まっている。

　

研
究
材
料
と
の
出
会
い
は
思
い
が
け
ず
訪
れ
ま
す
。２
０
２
１
年
４
月
、

育
児
休
業
を
取
得
し
た
私
は
、
息
子
と
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
育
児
に
も
慣
れ
て
き
た
４
月
末
、
新
潟
県
上
越
市
の
自
宅
周
辺
に
生

え
て
い
た
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
の
茎
が
肥
大
成
長
し
、「
こ
ぶ
」
が
で
き

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
（
図
１
）。

　
「
こ
ぶ
」
を
剃
刀
で
ス
ラ
イ
ス
し
て
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
中

空
の
球
の
よ
う
な
構
造
が
肥
大
組
織
内
に
詰
ま
っ
て
お
り
、
ク
ワ
ガ
タ
ソ

ウ
属
を
宿
主
と
す
る
植
物
病
原
菌 Sorosphaerula veronicae 

に
よ
っ

て
生
じ
た
菌
え
い
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、文
献
調
査
を
進
め
る
と
、

実
は
こ
の
菌
の
日
本
で
の
報
告
例
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

か
つ
て
、
１
９
３
１
〜
１
９
３
３
年
に
採
集
さ
れ
た
京
都
府
の
タ
チ
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
と
千
葉
県
の
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
を
宿
主
と
し
、
こ
の
菌
が
日
本

※ 1  2023 年 3月現在。
※2  当初、植物命名規約に従いSorosphaera属が記載されていましたが、
後にこの属は菌類ではなく原生生物であることが判明したため、動物命
名規約に従うことになりました。しかし、 Sorosphaera という属は有孔
虫の仲間で既に使われていたため、混同を避けるために Sorosphaerula
属として新組み合わせを行う分類学的処置がなされました（Neuhauser 
& Kirchmair 2011）

●引用文献
・ 逸見武雄，野島友雄．（1934）．本邦にて於て初めて發見せる珍しき
菌癭に就きて．植物及動物，2, 337‒344.
・ 牧野富太郎．（1919）．断枝片葉（其九）東京ニ於ケルたちいぬのふ
ぐり並ニおほいぬのふぐり．植物研究雑誌 , 2, 64.
・ 山本昌木．（1969）．菌癭のいぬのふぐりにほほえみぬ―Sorosphaera 
veronicae Schrot. は，まぼろしの菌ではなかった―．日本菌学会雑報，
2（1969 年 11 月），7‒11.
・ Neuhauser, S., & Kirchmair, M. (2011). Sorosphaerula nom. n. for 
the Plasmodiophorid Genus Sorosphaera J. Schröter 1886 (Rhizaria: 
Endomyxa: Phytomyxea: Plasmodiophorida). Journal of Eukaryotic 
Microbiology, 58, 469‒470. 



本
通
信
の
印
刷
・
配
布
は

　
　
　
　
　
　
東
郷
堂
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

次
号
は
６
月
発
行
予
定
で
す

Facebook https://www.facebook.com/sangaku.center　YouTube https://www.youtube.com/c/TsukubaMSC
Twitter https://twitter.com/srs_kyoten　 ●メールでのイベント情報希望はこちら  ikimono_srs@un.tsukuba.ac.jp

　

菅
平
高
原
実
験
所
（
以
下
、
当
実
験
所
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」。
自

然
観
察
会
の
ガ
イ
ド
を
中
心
に
、
当
実
験
所
に
関
連
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
己
研
鑽
の
た
め
の
勉
強
会
や
、
社
会

貢
献
活
動
の
企
画
な
ど
、
地
域
の
自
然
科
学
振
興
に
貢

献
す
る
幅
広
い
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ

ス
ト
の
主
な
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
自
然
観
察
会
の
企
画
、
運
営
、
ガ
イ
ド
の
担
当

●
当
実
験
所
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

　

昨
年
４
月
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
い
た
だ

け
る
新
規
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

方
々
は
こ
の
１
年
間
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

通
じ
て
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
認
定
を
目
指
す
と
同
時
に

自
然
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

●
内
容　

当
実
験
所
に
関
連
し
た
講
義
（
施
設
紹
介
、

菅
平
の
自
然
概
説
、
樹
木
園
概
説
、
ガ
イ
ド
の
心
得

な
ど
）、フ
ィ
ー
ル
ド
見
学
（
自
然
林
、樹
木
園
な
ど
）

●
対
象　

高
校
生
以
上
。
自
然
や
生
物
が
好
き
で
、「
知

り
た
い
、
学
び
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
あ
り
、
自
己

研
鑽
に
努
め
な
が
ら
仲
間
と
と
も
に
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
活
動
い
た
だ
け
る
方
。

●
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料
（
350
円
の
保
険
代
徴
収
あ
り
）

●
日
程　

次
の
①
〜
③
、
毎
回
10
〜
15
時
（
予
定
）

　

①
５
月
27
日
（
土
）　

②
６
月
24
日
（
土
）

　

③
７
月
29
日
（
土
）

●
申
し
込
み　

４
月
24
日
（
月
）
〜
４
月
28
日
（
金
）

の
期
間
に
、
左
記
を
ご
記
載
の
う
え
メ
ー
ル
で
。

　

・
お
名
前　

・
ご
住
所　

・
電
話
番
号

　

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
受
信
可
能

な
も
の
）

　

・
お
申
し
込
み
の
動
機

問　
筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　
✉ikim

ono_srs@
un.tsukuba.ac.jp

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
基
礎
講
座

（
全
３
回
）

　

本
年
も
新
規
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
基
礎
講
座
や
そ
の
他
の
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ

て
必
要
な
技
能
を
習
得
さ
れ
た
方
は
、「
筑
波
大
学
山

岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
」
と
認
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

自
然
が
好
き
な
仲
間
た
ち
と
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。
当
実
験
所
が
あ
な
た
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
認
定
ま
で
の
流
れ

①
各
自
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
１
〜
２
年
か
け
て
次
の

活
動
に
参
加
し
、
必
要
な
技
能
を
習
得
す
る
。

●
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
基
礎
講
座
（
全
３
回
）

●
自
然
観
察
会
の
見
学
（
全
３
回
）
※
内
容
変
更
あ
り

●
そ
の
他
、
当
実
験
所
に
関
連
す
る
活
動

　
　
　
　
　
←

②
テ
ー
マ
を
決
め
て
成
果
発
表

　
　
　
　
　

←

③
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
へ
認
定

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
下
記
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
基
礎
講
座
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
募
集
の
お
知
ら
せ

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
募
集
の
お
知
ら
せ


